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情報化社会から超スマート社会へ 

Source: 内閣府 

サイバー空間(仮想空間)とフィジカル空間(現実空間)を高度に融合させたシステム 
により、経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会(society) 
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2000年を境に、機械学習への関心が急増 

現在の機械学習ブーム＝深層学習ブーム 
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第3次AIブーム 
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データ集約型科学（第4の科学） 

Jim Gray (1944-2007) 
Aran Turing Award (1998) 

多種多様な分野において 
データ科学の重要性を認識 
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第４の科学を支える深層学習 

・入力と教師データの対である学習データのみを必要とし、 
 モデルの構築は不要（データ任せ） 

・プロフェッショナルな知識は不要 



Gray Marcus 
   Deep learning: A critical aparaisal (2018） 

深層学習は誇大広告！？ 
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 10の制約：大量データが必要、学習内容は表層的、 
   階層構造がとり扱えない、閉じた世界でしか使えない、 
      解釈困難、因果関係と相関関係の区別ができない. 
      外部知識と融合困難、結果の信頼性が不明、 
      安定した系でしか使えない、エンジニアリングの困難性          
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深層学習に関する私見 

・観測データと教師信号が大量に与えられた教師有り学習では 
 最強のツール（画像、音声、自然言語処理では、当面、DNNは
必須要素技術） 

・ただし、学習データが容易に準備できない応用（観測 
 データと教師信号の対が不明確なケース)や、結果に対す 
  る説明が必要な応用(因果分析)ではDNNの適用は困難 

パターン認識にとどまらず、より高度なタスク 
に対しては、“モデリング”が重要 



「corevo」構成技術の方向性① 
～ ＩＡ（Intelligence Amplifier） の思想～ 

 人工知能の思想には、ヒトの知能を模倣する方向性とヒトの能力を補強し引
き出す方向性の大きく２つあります。 

 「corevo」は、後者であるＩＡ（Intelligence Amplifier） を指向し技術開発して
います。 

ヒトの能力を 
補強し引き出す 

AI(Artificial Intelligence) 

ビッグデータ 
深層学習 

言語・知識処理等 

ヒトの知性／思考 
そのものを模倣 

IA(Intelligence Amplifier) 

人の活動の一部を代替・
支援して、人と共存、共
創することによって、人々
の生活を豊かにする 



「corevo」構成技術の方向性② 
～ ４種のＡＩ ～ 

ヒトと共創するAI ヒトを支援するAI 

機械の得意領域 ヒトの得意領域 

ヒトの能力を補強し引き出す 

Agent-AI 
 

ヒト・外界を奥深く認識・ 
理解 

Ambient-AI 
 

膨大なセンサデータを分析． 
複合事象を素早く判断． 

Heart-Touching-AI 
 

ヒト・外界へ単なる便利さではなく，
心地よさを提供 

Network-AI 
 

社会・環境全体を最適化 
および ネットワークへのＡＩ活用 

 「corevo」は、その構成技術を研究開発するにあたり、通信キャリアとしての
強みを活かした4種類の方向性を以下のAIとして位置づけています。 



IoT-AI社会：Ambient AI 
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理論 観測・実験 

シミュレーション 

シミュレーション科学 

伝統的な科学研究：人手による仮説策定と修正の試行錯誤 
 

シミュレーションデータ駆動型科学研究： 
     少数観測データから、シミュレーション技術により 
     ビッグデータを創出し、新たな知識を自動獲得 
 

 

仮説・検証 
法則発見 

 

理論 観測・実験 
仮説・検証 
法則発見 

 
データ同化 

 
モデリング 
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(例）学習型マルチエージェントシミュレータ(MAS) 
 

 

 



３D地盤モデル 地震動シミュレーション 地震被害推定 

FEM lによる大規模シミュレーション 
𝑉𝑃
2Δ𝜙 𝜙 = 𝜵 ∙ 𝒖 

𝝍 = 𝑉𝑆
2Δ𝝍 𝝍 = 𝜵 × 𝒖 

(例）地震動予測 

建物、インフラ被害 
予測 

3D分布 
• 𝑉𝑃: P-wave speed 
• 𝑉𝑆: S-wave speed 
• 𝜌: mass density 

メッシュ間隔 
<100 m 

市村准教授（東大地震研）との共同研究 
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HPC上での物理シミュレーション 
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HPCによるモンテカルロ 
シミュレーションによる 
推定結果 

1回のHPCシミュレーション 
＋AIによる推定結果 

SC17 Best Poster Award受賞 

AI(CNN)による圧倒的な効率化実現 



 目標：  

 超スマート社会の実現（より高度な人工知能の実現） 

 ・現実問題に整合する問題設定、理論構築で 
 あるべき（例：連続最適化と離散最適化の融合） 

 ・日本が強い自然科学領域との密な連携により、 
 モデル＋シミュレーション＋データ科学による新手法、 
 新理論の構築が急務 

まとめ 
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